
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
三
日
提
出

質

問

第

七

六

号

「
九
州
電
力
株
式
会
社
川
内
原
子
力
発
電
所
の
発
電
用
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
一
号
及
び
二
号
発
電

用
原
子
炉
施
設
の
変
更
）
に
関
す
る
審
査
書
に
対
す
る
御
意
見
へ
の
考
え
方
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

近

藤

昭
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「
九
州
電
力
株
式
会
社
川
内
原
子
力
発
電
所
の
発
電
用
原
子
炉
設
置
変
更
許
可
申
請
書
（
一
号
及
び
二
号
発
電

用
原
子
炉
施
設
の
変
更
）
に
関
す
る
審
査
書
に
対
す
る
御
意
見
へ
の
考
え
方
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
六
年
九
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
原
子
力
規
制
委
員
会
第
二
十
三
回
の
会
合
で
、
配
付
資
料
と
し
て
「
九
州
電
力
株

式
会
社
川
内
原
子
力
発
電
所
一
号
炉
及
び
二
号
炉
の
審
査
書
案
に
対
す
る
意
見
募
集
の
結
果
等
及
び
発
電
用
原
子
炉
設
置
変
更

許
可
に
つ
い
て
」
（
以
下
、
配
付
資
料
と
略
す
）
が
、
議
論
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
配
付
資
料
の
中
で
、
二
十
五
頁
に
お
い
て
「
震
源
が
特
定
で
き
な
い
地
震
は
Ｍ
六
・
五
ま
で
は
国
内
の
ど
こ
で
も
発
生

す
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
Ｍ
五
・
七
ま
で
（
二
〇
〇
四
年
北
海
道
留
萌
支
庁
南
部
地
震
）
し
か
考
慮
し
て
い
な
い
の
は
過
小
評

価
で
は
な
い
か
。
」
と
い
う
意
見
に
つ
い
て
、
規
制
委
員
会
と
し
て
「
震
源
を
特
定
せ
ず
策
定
す
る
地
震
動
は
、
震
源
と
活
断

層
を
関
連
付
け
る
こ
と
が
困
難
な
過
去
の
内
陸
地
殻
内
の
地
震
に
つ
い
て
得
ら
れ
た
震
源
近
傍
に
お
け
る
観
測
記
録
を
収
集
・

検
討
し
、
敷
地
の
地
盤
物
性
に
応
じ
た
応
答
ス
ペ
ク
ト
ル
を
設
定
し
て
策
定
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
Ｍ

六
・
五
未
満
の
地
震
に
つ
い
て
は
二
〇
〇
四
北
海
道
留
萌
支
庁
南
部
地
震
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
震

ガ
イ
ド
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
地
震
の
観
測
記
録
に
基
づ
い
て
評
価
す
る
こ
と
を
求
め
て
お
り
、
単
に
仮
想
的
な
Ｍ
六
・
五
の

地
震
動
を
評
価
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
政
府
と
し
て
の
考
え
方
を
ま
と
め
て
い
る
。

一



こ
の
回
答
の
中
に
あ
る
「
地
震
ガ
イ
ド
」
と
は
、
平
成
二
十
五
年
六
月
に
原
子
力
規
制
委
員
会
が
発
出
し
た
「
基
準
地
震
動

及
び
耐
震
設
計
方
針
に
係
る
審
査
ガ
イ
ド
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
確
か
に
規
制
基
準
と
し
て
は
、
Ｍ
六
・
五
の
地
震
動

を
評
価
す
る
こ
と
を
求
め
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
「
地
震
ガ
イ
ド
」
七
頁
・
四
・
「
震
源
を
特
定
せ
ず
策
定
す
る
地
震
動
」

の
「
解
説
」
に
は
、
「
『
地
表
地
震
断
層
が
出
現
し
な
い
可
能
性
が
あ
る
地
震
』
は
、
断
層
破
壊
領
域
が
地
震
発
生
層
の
内
部

に
留
ま
り
、
国
内
に
お
い
て
ど
こ
で
も
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
地
震
で
、
震
源
の
位
置
も
規
模
も
わ
か
ら
な
い
地
震
と
し
て

地
震
学
的
検
討
か
ら
全
国
共
通
に
考
慮
す
べ
き
地
震
（
Ｍ
六
・
五
未
満
の
地
震
）
で
あ
り
」
と
も
記
述
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

川
内
原
発
に
関
し
て
、
「
震
源
を
特
定
せ
ず
策
定
す
る
地
震
動
」
に
つ
い
て
、
規
制
基
準
で
は
過
去
の
観
測
記
録
や
地
盤
物

性
か
ら
Ｍ
五
・
七
の
地
震
を
評
価
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
基
準
は
満
た
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
他
方
「
国
内
に
お
い
て

ど
こ
で
も
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
地
震
」
で
、
限
り
な
く
Ｍ
六
・
五
に
近
い
地
震
が
、
川
内
原
発
の
直
下
で
、
か
つ
震
源
距

離
の
浅
い
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
評
価
に
な
る
の
か
が
結
果
と
し
て
わ
か
ら
な
い
。

計
算
で
き
る
の
か
、
で
き
な
い
の
か
、
で
き
る
場
合
に
は
そ
の
加
速
度
と
、
原
発
サ
イ
ト
に
与
え
る
影
響
、
で
き
な
い
場
合

に
は
、
実
際
に
「
国
内
に
お
い
て
ど
こ
で
も
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
地
震
で
限
り
な
く
Ｍ
六
・
五
に
近
い
地
震
」
が
川
内
原

発
直
下
で
発
生
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
事
象
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。

二



右
質
問
す
る
。

三


